
⑤ 

様式第１１号（第５６条、第６３条、第８０条関係） 

動 産 り 災 申 告 書 

   年  月  日  

 

 （宛先） 

  埼玉西部消防組合消防長 

 

住  所 

申告者 職 業 

氏  名 

電話番号 

り 災 場 所  

り 災 年 月 日 ④  年  月  日 
り 災 物 件 と 

申 告 者 の 関 係 
 □占有 □管理 □所有 

世

帯

員 

氏 名 続柄 年齢 氏 名 続柄 年齢 受 付 欄 

        

      

      

      

      

火
災
保
険 

被 保 険 物 件 契 約 会 社 名 契 約 年 月 保 険 金 額 

    

    

品  名 数 量 り災種別 取得年月 取得価格 残 存 率 減 損 率 損害見積額 

        

        

        

        

        

        

        

        

 

① 

② 

③ 

⑥ 

7⑦ 

⑧ 記入不要 



品 名 数 量 り災種別 取得年月 取得価格 残 存 率 減 損 率 損害見積額 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

合 計  

千円未満を四捨五入した最終見積額 千円 

備考 

 １ この申告書は、消防法第３４条に基づき提出を求めるものです。 

 ２ この申告書は、り災した日から起算して７日以内に提出してください。 

 ３ この申告書は、動産のあった建物ごと、世帯ごとに提出してください。 

 ４ り災種別の欄には、焼損、汚損、水損、損壊（爆発によるもの）の別を記入して

ください。 

 ５ 二重線の中は、記入しないでください。 



品 名 数 量 り災種別 取得年月 取得価格 残 存 率 減 損 率 損害見積額 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

 



〔動産り災申告書の記入要領〕 
 

項 目 記 入 要 領 

① 年月日 消防署に提出する年月日(和暦又は西暦どちらでも可)を記入します。 

②  申告者 

火災となった建物等の所有者の氏名を記入します。 

ただし、所有者以外の方が実際に建物の情報を保有、管理している

場合には、その方の氏名でも差支えありません。 

③  り災場所 

現にり災した場所の所在地を記入します。 

延焼を受けた物件のり災申告をする場合は、火元の住所ではなく  

申告しようとする物件の所在地を記入してください。 

④  り災年月日 火災によってり災した年月日を記入してください。 

⑤  り災物件と申告者の 
 関係 

該当する項目いずれか一つを選択し、□印にレを記入します。 

⑥  世帯員 

り災した物件が住宅内収容物である場合は、その住宅にお住まいの

全員の方の情報を記入してください。 

り災した物件が住宅内収容物でない場合は記入不要です。 

⑦  火災保険 
申告しようとする物件について、火災保険に加入している場合に 

記入してください。 

⑧  り災物件の内容 

【品  名】テレビ、衣類、電子レンジ、タンスなど、商品名では     

なく、製品としての一般的な名称を記入してください。 

【数  量】り災した個数、枚数などを記入してください。 

単位は不要です。 

【り災種別】備考欄４の説明に基づいて記入してください。 

【取得年月】購入した年月を記入してください。 

【取得価格】購入した時の税込み価格を記入してください。 

 


